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▲コーカサスＡの皆さん

▲コーカサスＢの皆さん

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
大
崎
町
体
育

指
導
員
主
催
の
『
第
８
回
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
』
が
町
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
、
男
性
の
部
９
チ
ー
ム
、
女
性
の
部
４

チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

４
人
制
で
行
う
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
の
コ
ー
ト
を
使
い
、

ネ
ッ
ト
の
高
さ
も
２
ｍ
程
度
で
、
未
経
験

者
の
人
も
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
て
、
体
育
館
に
は
楽
し
そ
う
な

笑
い
声
や
声
援
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。

　

あ
な
た
も
、
ご
家
族
・
友
達
・
職
場
仲

間
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
？
き
っ
と
楽
し
い
思
い
出
が
で
き

ま
す
よ
。

家族・友達・職場仲間と一緒に・・・成 績 表
男性の部
　優　勝　コーカサスＡ
　準優勝　ヤンキーズ
　第３位　ミッキーズ男

女性の部
　優　勝　コーカサスＢ
　準優勝　菱田ママＢ
　第３位　菱田ママＡ
　第４位　ミッキーズ女

▲コーカサスＡの皆さん

▲コーカサスＢの皆さん

　

１
月
25
日
㈰
、
町
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
家
族
の

ふ
れ
あ
い
の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と

し
て
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2009 w
ith K

IRIN
 in 

お
お
さ
き
』2002FIFA

ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
Ｔ
Ｍ
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
14
チ
ー
ム
約
１
０
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ッ
ト
サ
ル
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
親

子
で
の
参
加
が
多
く
、
保
護
者
に
と
っ
て
は
日
ご
ろ

の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
、
必
死
に
な
っ

て
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

普
段
、
な
か
な
か
子
ど
も
と
触
れ
合
え
な
い
保
護

者
の
皆
さ
ん
、
と
き
に
は
公
園
に
出
か
け
て
、
子
ど

も
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
り
合
う
の
も
い

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

成 績 表

優　勝　オールピヴォ（大崎町）

準優勝　セレソン01（曽於市）

第３位　ＦＣ海道（鹿屋市）

第４位　ＮＧＲ（志布志市）
▲優勝に輝いたオールピヴォチーム ▲休憩中に作戦を練る選手たち

～朝ごはんが作戦会議になる日～

with KIRIN in おおさき
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１
月
20
日
㈫
、大
崎
町
中
央
公
民
館
で『
平

成
20
年
度
大
崎
町
畜
産
振
興
大
会
』
が
開
催

さ
れ
、
町
内
か
ら
多
く
の
畜
産
農
家
の
方
々

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
２
０
０
８
年
鹿
児
島
県
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
優
秀
な
成
績
を
上
げ
ら

れ
た
森
重
勉
さ
ん
や
林
秀
一
さ
ん
、
町
畜
産

振
興
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
、
昨
年
ご
永
眠

さ
れ
た
故
赤
田
重
治
さ
ん
ら
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
隅
地
域
振
興
局
農

林
振
興
課
長
に
よ
る
講
演
会
や
、『
人
生 

笑
っ

て
健
康
』
と
題
し
て
、
県
内
を
は
じ
め
宮
崎

県
や
熊
本
県
で
も
ご
活
躍
中
の
深
川
真
里

さ
ん
に
よ
る
巧
み
な
鹿
児
島
弁
で
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
な
ど
も
あ
り
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲深川真里さんによるトークショー

平
成
平
成
2020
年
度
大
崎
町
畜
産
振
興
大
会

年
度
大
崎
町
畜
産
振
興
大
会　

　

〜
目
指
せ
畜
産
の
町
・
日
本
一
〜

　

12
月
22
日
㈪
、
家
族
経
営
協
定
調
印
式
が

役
場
２
階
応
接
室
で
行
わ
れ
、
東
靖
弘
町
長

ほ
か
４
名
の
立
会
人
の
も
と
、
家
族
間
に
お

け
る
調
印
の
あ
と
、
今
後
の
農
業
経
営
に
つ

い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
族
経
営
協
定
と
は
、
農
業
経
営
に
携
わ

る
家
族
全
員
が
、
意
欲
と
や
り
が
い
を
持
っ

て
経
営
に
参
画
で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経

営
を
目
指
し
、
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、
家

族
み
ん
な
が
働
き
や
す
い
就
業
環
境
な
ど

に
つ
い
て
、
家
族
間
の
十
分
な
話
し
合
い
に

基
づ
き
、
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

　

家
族
一
人
ひ
と
り
が
農
業
経
営
の
状
況

を
把
握
し
、
将
来
の
経
営
目
標
や
実
現
の
た

め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
共
有
化

す
る
こ
と
は
、
経
営
の
発
展
や
将
来
展
望
を

切
り
開
く
の
に
重
要
で
す
。

家族経営協定で『変わる農業』

家族経営協定調印式が開催！

家族経営協定者（敬称略）
氏　　名 続柄 集落 営農類型
西髙　悟　 夫妻 高井田 施設園芸＋露地野菜　　　　美智子
山野　利髙 夫妻 平　良 肉用牛　　　　ゆかり
松下　清美 夫妻

宇都口 肉用牛　　　　イチ子
　　　修　 子（夫妻）　　　治子
冨吉　民哉 夫妻 加治木堀 露地野菜　　　裕子
　　　秀成 子▲家族経営協定者（写真左から冨吉さん・松下さん・山野さん・西髙さん）
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　未来を担う子どもたちの政治や選挙に対する意識を高めようと『大崎町明るい選挙習字コンクール』が実施され，
町内の小・中学生（小学３年生以上）のうち，261人の子どもたちが選挙に関する表題を力強く表現してくれました。
　入選作品は次のとおりです。
　なお，作品については，あすぱる大崎（２月９日～２月16日）および役場庁舎ロビー（２月18日～２月27日）
に展示されます。

　大崎町　明明るいるい選挙習字コンクール選挙習字コンクール

【小学生の部】
３年生 特　選 岩　元　夏　貴（大崎小） 有　村　大　輝（大崎小） 寺　田　はるな（大崎小）
 入　選 田　中　希　映（大崎小） 原　口　里　佳（大丸小） 宮　本　　　遥（大崎小）
４年生 特　選 髙　木　琴　乃（大崎小） 瀬戸口　愛　美（大崎小） 白　坂　　　綾（野方小）
 入　選 森　山　康　礼 （大崎小） 髙　木　隆　太 （大崎小） 重　久　丈　明（大崎小）
５年生 特　選 小　野　直　輝 （野方小） 山　口　雄　也（大崎小） 岩　元　貴一朗（大崎小） 
 入　選 福　留　正　己 （野方小） 西　竹　菜瑠美（持留小） 植　村　莉　帆（大崎小）
６年生 特　選 上　橋　ななみ（大崎小） 中　島　茉　桜（大崎小） 神　﨑　璃　萌（大崎小） 
 入　選 堂　園　瑞　希 （大崎小） 山　野　由貴子（大崎小） 寺　園　理　那（大崎小）

【中学生の部】

　　　　特　選　　　原　口　聖　史（第一中）　　中　島　千代美（大崎中）　　柳　田　夢　香（大崎中）

　　　　入　選　　　田　中　晴　海（第一中）　　前　田　　　梓（大崎中）　　下　村　光　平（大崎中）

　　　　　　　　　　大　地　莉　奈（大崎中）　　 上　橋　葉　月（大崎中）

大崎町明るい選挙習字コンクール特選作品
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小こ

松ま
つ

帯た
て

刀わ
き―

。

　

幕
末
、
日
本
の
近
代
化
に
大
き

く
貢
献
し
た
志
士
の
一
人
で
あ
る
。

　

島し
ま
づ
な
り
あ
き
ら

津
斉
彬
、
島
津
久ひ

さ
み
つ光

に
才
能

を
見
出
さ
れ
、
若
く
し
て
薩
摩
藩

家
老
と
な
る
。
薩
摩
藩
の
藩
政
改

革
に
留
ま
ら
ず
、
薩
英
戦
争
後
の

イ
ギ
リ
ス
と
の
友
好
関
係
、
薩
長

盟
約
、
そ
し
て
、
徳
川
家
が
政
治

の
実
権
を
朝
廷
に
返
上
す
る
、
い

わ
ゆ
る
『
大た

い
せ
い
ほ
う
か
ん

政
奉
還
』
な
ど
、
日

本
が
近
代
化
に
向
け
て
大
き
く
前

進
す
る
局
面
に
お
い
て
帯
刀
の
類

い
ま
れ
な
る
交
渉
力
は
不
可
欠
で

あ
っ
た
。

　

帯
刀
は
１
８
５
６
年
に
現
在
の

日
置
市
日
吉
町
に
あ
る
吉
利
の
領

主
で
あ
っ
た
小
松
家
に
跡
目
養
子

と
な
っ
て
家
督
を
継
承
し
、
小
松

姓
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
も
と
も

と
は
喜
入
領
主
・
肝き

も
つ
き
か
ね
よ
し

付
兼
善
の
三

男
で
、
肝
付
尚な

お
ご
ろ
う

五
郎
と
名
乗
っ
て

い
た
。
そ
し
て
尚
五
郎
の
祖
先
は
、

大
崎
町
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。

　

話
は
尚
五
郎
が
こ
の
世
に
生

を
受
け
る
よ
り
３
６
１
年
前
の

１
４
７
４
年
ま
で
に
遡

さ
か
の
ぼる
。
現
在

の
肝
付
町
高
山
に
あ
る
高
山
本
城

は
肝
付
本
家
代
々
の
居
城
で
あ

る
。
12
代
目
の
兼か

ね
た
だ忠

に
は
、
長
男 

国く
に
か
ね兼

、
三
男 

兼か
ね
つ
ら連

、
四
男 

兼か
ね
み
つ光

、

五
男 

兼か
ね
き
よ清

の
息
子
が
い
た
。（
次

男
は
早
く
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。）

父 

兼
忠
と
長
男 

国
兼
は
不
仲
で
、

三
男 

兼
連
は
こ
れ
に
乗
じ
て
国

兼
を
領
外
に
追
放
し
た
。
し
ば
ら

く
こ
の
両
者
の
間
を

取
り
持
っ
て
い
た
の

が
四
男
の
兼
光
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
国
兼
の

復
帰
を
願
い
出
た
が
、

取
り
入
れ
ら
れ
ず
、

結
果
、
肝
付
兼
光
は

本
家
と
絶
縁
し
、
島

津
氏
の
臣
下
と
な
る
。

こ
の
時
、
本
町
の
天

子
ヶ
丘
集
落
あ
た
り

を
中
心
と
し
て
『
大

崎
城
』
を
創
建
す
る
。

現
在
私
た
ち
の
『
大

崎
町
』
の
〝
大
崎
〞
の

名
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
文
献
に
登

場
す
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
後
１
５
７
７
年

に
馬
場
・
丸
尾
・
城
内
集
落
一
帯

に
大
崎
城
が
創
建
さ
れ
る
が
、
こ

れ
に
対
し
て
肝
付
兼
光
が
創
建
し

た
大
崎
城
は
、現
在
『
旧
大
崎
城
』

と
呼
ん
で
い
る
。

　

旧
大
崎
城
は
東
側
を
正
面
と
し
、

西
方
に
軍
事
施
設
を
集
結
さ
せ
、

〝
西
迫
〞
と
呼
び
、後
方
を
〝
後
迫
〞

と
し
た
。
ま
た
、
西
迫
か
ら
宮
馬

場
に
残
る
凹
道
は
〝
馴な

ら
し
ば
ば

馬
場
〞
と

呼
び
、
武
士
が
馬
を
訓
練
さ
せ
て

い
た
場
所
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

１
４
７
５
年
か
ら
、
現
在
の
宮

崎
県
串
間
市
福
島
の
櫛く

し

間ま

城じ
ょ
うを
拠

点
と
し
て
い
た
島
津
氏
支
族
で
あ

る
伊い

ざ
く
ひ
さ
と
し

作
久
逸
が
、
本
家
島
津
氏
に

反
乱
を
仕
掛
け
て
い
た
。
こ
の
時
、

肝
付
兼
光
は
島
津
11
代
忠た

だ
ま
さ昌

に
従

軍
し
て
い
る
。
そ
し
て
討
伐
に
あ

た
っ
て
功
績
を
上
げ
た
。

　

１
４
８
３
年
に
兼
光
は
大
崎
城

で
亡
く
な
る
が
、
後
を
継
い
だ
肝

付
兼け

ん
ご固

は
、
島
津
忠
昌
に
よ
っ
て

姶
良
郡
溝
辺
三
十
町
を
与
え
ら

れ
、
１
４
８
６
年
、
兼
固
以
下
一

門
は
大
崎
か
ら
溝
辺
に
移
住
し
た
。

１
５
３
４
年
に
、
兼
固
の
後
を
継

い
だ
兼
固
の
子
、
肝
付
兼か

ね
ひ
ろ演

は
、

島
津
家
の
家
老
と
な
り
、
加
治
木

に
移
る
。

　

そ
し
て
、
１
５
９
５
年
、
豊
臣

秀
吉
の
行
っ
た
太た

い
こ
う
け
ん
ち

閤
検
地
に
よ
っ

て
、
加
治
木
か
ら
、
喜
入
へ
と
所

領
替
え
を
さ
せ
ら
れ
、
喜
入
肝
付

氏
が
誕
生
す
る
。
そ
の
後
、
江
戸

時
代
、
薩
摩
藩
で
は
、
島
津
御
一

門
家
の
次
の
家
格
で
あ
る
『
一
所

持
ち
』
と
い
う
家
格
で
存
続
す
る
。

肝
付
尚
五
郎
は
そ
の
末ま

つ

裔え
い

と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　

話
は
難
し
く
な
っ
た
が
、
つ
ま

り
小
松
帯
刀
、
つ
ま
り
肝
付
尚
五

郎
の
祖
先
を
辿た

ど

っ
て
い
け
ば
、
大

崎
城
創
建
者
で
あ
る
肝
付
兼
光
に

行
き
着
く
と
い
う
こ
と
だ
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
篤
姫
』

最
終
回
、
帯
刀
が
36
年
の
人
生
の

幕
を
閉
じ
る
シ
ー
ン
を
見
て
い
た

が
、
皮
肉
に
も
、
私
自
身
が
こ
の

時
36
歳
で
あ
っ
た
。
36
年
間
の
人

生
の
ス
ケ
ー
ル
の
違
い
を
比
べ
る

と
、
何
と
も
心
境
は
複
雑
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
帯
刀
と

自
分
の
住
む
大
崎
町
に
こ
ん
な
接

点
が
あ
っ
た
の
か
と
思
え
ば
、
つ

く
づ
く
自
分
の
町
が
誇
ら
し
い
。

　

地
域
の
面
白
さ
は
、
こ
ん
な
意

外
な
と
こ
ろ
で
発
見
さ
れ
る
。
こ

れ
も
ま
た
『
歴
史
を
歩
く
』
の
楽

し
さ
な
の
で
あ
る
。

大
崎
町
埋
蔵
文
化
財
専
門
員

　
　
　
　
　
　
　
　
【
内
村
憲
和
】

⑬

▲小松帯刀（1835 ～ 1870年）

▲旧大崎城本丸があったとされる一帯（天子ヶ丘集落）
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あ
な
た
は
、
お
酒
を
飲
み
ま
す
か
？

　

適
量
の
お
酒
は
人
の
緊
張
を
ほ
ぐ

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に

し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
、
健
康
に
も
良
く
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
適
量
飲
酒
は
身
体
に
良

い
の
で
す
が
、
量
が
増
え
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

　

こ
こ
南
九
州
は
焼
酎
の
本
場
で
あ
る

た
め
酒
宴
も
多
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
た

め
に
身
体
を
壊
し
て
い
る
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
自
ら
の
意

思
で
飲
酒
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
り
、
強
迫

的
に
飲
酒
を
繰
り
返
す
精

神
疾
患
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ
て

自
身
の
身
体
を
壊
し
て
し

ま
う
の
を
は
じ
め
、
家

族
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、

様
々
な
事
件
や
事
故
・
問

題
を
引
き
起
こ
し
た
り
し

て
、
社
会
的
・
人
間
的
信

用
を
失
っ
て
し
ま
う
人
が

多
く
い
ま
す
。

症
状
と
し
て
は
？

①
自
分
の
意
思
で
飲
酒
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
な
く
な
り
、
目
が
覚
め
て
い

る
間
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
す
る
強
い
欲

望
が
生
じ
ま
す
。

②
飲
酒
で
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ

し
、
後
で
激
し
く
後
悔
し
ま
す
が
、
そ

れ
を
忘
れ
よ
う
と
、ま
た
飲
酒
し
ま
す
。

③
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
を
中
断
す
る
と
、

様
々
な
禁
断
症
状
が
現
れ
ま
す
。
そ
れ

か
ら
逃
れ
る
た
め
、ま
た
飲
酒
し
ま
す
。

④
合
併
症
と
し
て
、
多
く
の
内
臓
疾
患

や
ア
ル
コ
ー
ル
性
精
神
疾
患
が
現
れ
ま

す
。治

療
と
し
て
は
？

　

現
在
の
と
こ
ろ
『
断
酒
』
以
外
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
大
事
な
の
は″
本
人
の
認
識
〞

で
あ
り
、ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
人
は
、

自
分
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
あ
る
こ

と
を
認
め
た
が
り
ま
せ
ん
。
認
め
て
し

ま
う
と
、
飲
酒
が
で
き
な
く
な
る
か
ら

で
す
。
何
よ
り
も
ま
ず
、
本
人
に
病
気

の
自
覚
と
治
療
の
意

思
を
持
た
せ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
回

復
へ
の
第
一
歩
と
な

る
で
し
ょ
う
。

『
ア
ル
コ
ー
ル
に
依
存
す
る

人
生
』
っ
て
損
！

　平成21年1月１日から産科医療補償制度が始まったことに伴い，大崎町国民健康保険では，
産科医療補償制度に加入している分娩機関で出産した場合に限り，出産育児一時金を今まで
の35万円から３万円引き上げ，38万円支給します。

産科医療補償制度とは？

　お産の現場では，赤ちゃんが健康で元気に生まれてくるため
に，医師や助産師などがたいへんな努力をしていますが，それ
でも予期せぬできごとが起こってしまうことがあります。産科
医療補償制度は，お産をしたときになんらかの理由で障害を抱
えた赤ちゃんとそのご家族のことを考えた新しい補償制度で
す。通常の妊娠・分娩にもかかわらず，脳性麻痺となった場合
に補償金として一時金600万円，分割金2,400万円の合計3,000万
円が支払われます。

出産育児一時金が35万円から38万円に引き上げ‼出産育児一時金が35万円から38万円に引き上げ‼

【お問い合わせ先】大崎町役場　保健福祉課　国民健康保険係　TEL476-1111（内線１３４）
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～平成21年10月から，個人住民税（町県民税）の納税方法が変わります～

○対象となる人
　平成21年４月１日現在，年齢が65歳以上の公的年金受給者で，個人住民税を納税されてい
る人で，年額18万円以上の老齢基礎年金または老齢年金，退職年金等を受給している人。

○対象となる税額
　厚生年金，共済年金，企業年金などを含む全ての公的年金に係る所得額に応じた税額が特
別徴収（天引き）の対象となります。
　ただし，その税額は，基礎年金から特別徴収（天引き）されます。
※年金所得以外の所得（給与所得，農業所得等）に係る税額は，公的年金からの特別徴収の
対象ではありませんので，納付書や口座振替等で納めていただくことになります。

○実　施　時　期
　平成21年10月支給分の年金から…
　個人住民税の公的年金からの特別徴収制度では，介護保険料と同様に，受給者が納めるべ
き個人住民税を社会保険庁などの「年金保険者」が市町村へ直接納め，受給者には，年金か
ら介護保険料および個人住民税を差し引いた差額が支払われることとなります。このため納
税のために金融機関へ出向いたり，現金を用意したりする必要がありません。
　この制度は，個人住民税の納税方法を変更するものであり，これにより新たな税額負担が
生じることはありません。
　なお，特別徴収の開始が平成21年10月支給分からとなることから，平成21年度の税額の半
分については，６月および８月に納付書や口座振替にて納めていただくことになります。
　また，年金所得以外の所得に係る個人住民税および対象とならない人の個人住民税につい
ては，従来どおりの方法により納めていただくことになります。
　※年金以外の所得がある場合は，年金からの特別徴収と，普通徴収〔納付書，口座振替〕
の両方で納めていただくことになります。

　公的年金を受給されていて，個人住民税（町県民税）を納税されている人は，現在，納
付書や口座振替により納めていただいていますが，今回の制度導入により，全額または一
部を公的年金から特別徴収（天引き）されることとなります。

【お問い合わせ先】　大崎町役場　住民課　税務係　℡４７６－１１１１（内線１１２）

住民課からお知らせ
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家族経営協定を締結しよう‼

○家族経営協定とは…
　家族全員が自由な意思に基づいて，農業経営のやり方や収入の配分，移譲計画や生活上の諸事情な
どについて，取り決めを行うことです。
○家族経営協定の重点事項…
　１．女性や後継者も含め家族みんなが経営参画　　　２．女性農業者の地位確立
　３．後継者の自立をバックアップ　　　　　　　　　４．法人経営の確立を支援
○家族経営協定を結ぶまで…
　①まずは現状を見つめ直す　→　②対策を検討する　→　③協定書を結ぶ　→　④協定内容の点
検・充実
　☆家族経営協定書の作成は，難しいものではありません。無理のない協定書の作成が可能です。協
定の締結を検討してみたい人は，営農推進係へご相談ください。

3月の農業用廃プラスチック類の回収について

　　回収日　：　３月３日（火）午前９時～午後３時まで（農協野菜選果場）
　　回収品　：　農ポリ系フイルム・廃缶
　　　　　　　　農業で使用した廃プラスチック類の適正な処理に努めましょう

最　高　価　格（血　　統） 平均価格 前月比

雌 747,000円（安福久×平茂勝×神高福） 288,200円 △18,890円

去勢 586,000円（勝忠平×安糸福×平茂勝） 411,084円       2,135円

全体 ※価格はセリ価格（消費税抜き）です。 353,332円 △11,121円

畑かん水利用および散水器具申し込みについて

　現在，水利用可能な地区（堂地・井俣・仮宿・岡別府・鳥越・高井田・菱田）の皆様，水利用申し
込み（開栓）と散水器具の申し込みはお済みですか？
　特に，散水器具の設置に圃

ほ

場
じょう

内工事等を伴う場合，翌年度以降の工事になる場合がありますので早
めの申し込みをお勧めします。（約８割の助成あり）
　なお，申し込み手続きは，農業振興センター営農推進係または曽於南部土地改良区（TEL471－
0171）で行えますので，印鑑持参のうえお越しください。（未通水地区の受益者の方々も申し込み
できます。）

【お問い合わせ先】大崎町農業振興センター内　農林振興課　営農推進係　TEL476-1111（内線167・168）

平成21年１月　子牛セリ市成績表（町内分）
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『野方地区で高齢者による交通立硝！』
　12月24日㈬，役場野方支所においてグ
ラウンドゴルフ・ゲートボール愛好者に
よる交通立硝の出発式が行われ，国道
269号沿いの3か所に分かれ，約100人の
高齢者による交通立硝が行われました。
　この運動は，交通安全協会野方分会（丸
山義男会長）と，志布志地区安全管理青
年部（市坪新悟部長）の呼びかけのもと，
高齢者が事故に巻き込まれることがない
ように，自ら事故防止を訴えようと小中学
校が冬休みになる前日に行われました。
　野方駐在所の増田巡査長によると「野
方地区では今年度の事故発生件数が昨年
度の総数を上回っている状況で，非常に
危
き

惧
ぐ

される。このような運動が事故防止
につながれば…。」と話されていました。

『ふれあいフェスタのバザー益金を寄付！』
　11月23日㈰に大崎ふれあいの里公園で開催さ
れた『2008ふれあいフェスタinおおさき』に出
店していた大崎町商工会（安藤廣美会長）と商
工会女性部（川﨑美喜部長）が，バザーの益金
を大崎町に寄付してくださいました。
　お二人は「フェスタでは，あいにくの空模様
にもかかわらず大勢の人が訪れ，私達が出店
した温かい飲み物のサービスにも人だかりが
でき，大いに賑わいました。わずかではありま
すが，益金の一部を町のために役立ててくださ
い。」と話されていました。

『照日神社で67年ぶりの神舞奉納！』
　１月１日㈭元旦，野方の照日神社本殿で，女
性による神舞奉納が行われ，町内外から数多く
の参拝者が訪れました。
　舞を披露したのは，地元の日本舞踊教室に通
う大野明日香さん（大崎第一中学校１年）と馬
場香織さん（尚志館高校３年）で，二人は11月
から練習を重ねて，67年ぶりに『浦安の舞』を
復活させ優雅に舞い，訪れた参拝者は足を止め
て見入っていました。
　
　※浦安の舞は1940年（昭和15年）の『皇紀2,600
年』を祝し，伊勢神宮で新たにつくられた女
性による舞。
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『ポスターコンクールで県知事賞受賞！』
　今年で36回目を迎える『ＪＡ共済鹿児島小・
中学生交通安全ポスターコンクール』の表彰
式がＪＡ鹿児島会館大ホールで行われ，野方
小学校３年生の森重圭一朗君が270校2,546点
の応募作品の中から，最優秀賞の県知事賞を
受賞されました。
　森重君は「メールをうちながら車の運転を
している人がいるので，このポスターを描きま
した。僕のポスターを見て，皆が気をつけてく
れるといいなぁと思います。」と話してくれま
した。
　なお，ポスターコンクールの入賞作品は平
成21年２月17日㈫から24日㈫まで，鹿児島県
歴史資料センター黎明館に展示されますの
で，ぜひご覧ください。※23日（月曜日）は
休館日

『感謝の気持ちでいっぱいです！』
　１月８日㈭，今年も大崎中学校の図書館にあ
る『春田文庫』に41冊の新しい本が来ました。
　これは，千葉県船橋市に在住の春田嘉文（71
歳・益丸出身）さんが，昭和52年から始めたも
ので，今年で32年目を迎えました。この間に蓄
えられた本の総数は，なんと1,371冊にのぼり
ます。
　寄贈式では，生徒を代表して生徒会長の神野
貴大君が「最近は，子どもの読書離れなどが言
われていますが，春田さんからいただいた1,371
冊の本のおかげで，大崎中学校では本を読む人
が多くなっています。本当に感謝の気持ちで
いっぱいです。」とお礼のことばを述べました。

『中央通りで年末風景がお目見え！』
　中央通り会（山下知美会長）とＮＰＯおおさ
き（松元俊郎理事長）が12月27日㈯，中央通り
商店街で，餅つき・手打ちそば体験を実施しま
した。そばは粉の状態から水加減を考えながら，
こねて伸ばしたものを細く切り，湯がくまでの
全てを体験し，餅つきは，かまどで米を蒸し，
石うすと杵でつきあげ丸めるまでの全ての工程
を体験することができました。
　できあがった200食のそばと餅は，参加した
子どもたちや買い物客に振る舞われ，主催した
山下さんと松元さんは「今後も，このような商
店街活性化と併せて，古来の伝統行事を伝えて
いきたい。」と話されていました。



　広報　おおさき　14

『認知症サポーターをご存知ですか？』
　現在，日本で認知症の人は約170万人で85歳以上の４人に一人が認知症といわれています。“認知
症”という言葉は知っていても，いざ身近な人が認知症になったとして，あなたはその人をサポー
トすることができるでしょうか。
　１月14日㈬，町中央公民館において『ボランティア・認知症サポーター養成研修会』が開催され，
多くの人が認知症の基礎知識について学びました。
　認知症サポーターとは，なにか特別にやってもらう
のではなく，認知症を理解し，認知症の人や家族を温
かく見守る応援者になってもらい，自分のできる範囲
でサポートをしてもらうものです。
　３月10日㈫に，中央公民館において第２回目の研修
会が開催されますので，ぜひこの機会に認知症につい
て考えてみませんか？
【申し込み先】
　役場保健福祉課　高齢者福祉係　476-1111
　　　　　　　申し込み締め切り　３月２日㈪まで

『県下警察柔道大会で初優勝！』
　12月8日㈪、鹿児島アリーナで行われた『第
52回鹿児島県警察柔道大会』で，志布志警察署
が初優勝の栄冠に輝きました。
　この大会は，県下28警察署と警察本部各部お
よび警察学校が出場する大会で，大崎町の各駐
在所や交番から４人の選手が出場し，なかでも
大崎交番の後谷光巡査が全勝賞という輝かしい
成績を上げられました。
　大崎町に，こんなにも頼もしい警察官の皆さ
んがいらっしゃるということで，安心して暮ら
せます。選手の皆さん，本当におめでとうござ
いました。これからも安心・安全な生活のため
に頑張ってください。

『世代間交流グラウンドゴルフ大会！』
　12月21日㈰，有明高校グラウンドで，有明高
校野球部（部員12人・保護者14人）と大崎サン
ダーグラウンドゴルフ同好会（会員14人）によ
る世代間交流グラウンドゴルフ大会が行われま
した。
　いつも慣れ親しんでいるグラウンドでも，い
つもとは違う道具を使ってのグラウンドゴルフ
に始めのうち悪戦苦闘する野球部員に，優しく
アドバイスをする同好会の皆さん。
　グラウンドゴルフが終わったあとは，保護者
が作ってくれた豚汁を皆で一緒に食べ，たいへ
ん楽しいひとときを過ごしていました。
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　1997年以降，Ｈ５Ｎ１型鳥インフルエンザが鳥から人に感染する事例が続いています。こうした状況のなか，
新型インフルエンザの発生は，時間の問題といわれています。新型インフルエンザが発生したら，私たちが体験し
たことがないような大流行が起こり，多くの人が犠牲になることが心配されています。
　そこで新型インフルエンザの流行に備え，住民の皆さまに正しい理解と準備を進めていただくために，新型イン
フルエンザ対策の情報を随時お知らせすることにしました。

《新型インフルエンザを正しく理解する！》
　新型インフルエンザ対策として，まず大事なことは，正しい知識を持つことです。新型インフルエ
ンザが発生したときにも落ち着いた対応ができるよう家族で話し合って理解を深めておきましょう。

新型インフルエンザとは？ 
　従来は人に感染しづらかった鳥インフルエンザが変異し，人から人へ感染するようになったものが『新型インフ
ルエンザ』です。だれも免疫をもたないため，大流行します。
 
ふつうのインフルエンザとはどう違うの？ 
　Ｈ５Ｎ１型鳥インフルエンザから発生した新型インフルエンザの場合，毒性が強く，発熱や呼吸器症状だけでは
なく，多臓器不全や重症肺炎などをおこして重症化する危険な感染症となる可能性が高いのです。

若い世代で重症化の可能性も
　通常のインフルエンザなら健康な人が死亡することはほとんどありません。しかし，Ｈ５Ｎ１型鳥インフルエン
ザが人に感染すると，致死率が60％を超えるような強い毒性を示し，特に若い健康な人ほど重症化して，死亡す
る例が多数報告されています。そのため，乳幼児や高齢者に限らず，全世帯で感染しないよう注意する必要があり
ます。

新型インフルエンザの発生は時間の問題
　現在，新型インフルエンザのもとになるＨ５
Ｎ１型鳥インフルエンザは世界中に広がってお
り，これをなくすことは不可能です。インフル
エンザウイルスは非常に変異しやすく，人から
人へ感染するウイルスに変化するのは“もしも”
ではなく“いつ来るか”の問題とされています。

新型インフルエンザの感染経路
　新型インフルエンザの患者からの感染は，通常のインフルエンザと同じように飛沫感染，接触感染，空気感染が
考えられており，感染の可能性があるのは，患者が発症した日の24時間前から，解熱した日を０日目として解熱
後７日目までに患者と接触した人です。

【新型インフルエンザの感染経路】

これまでにあった「新型インフルエンザ」
20世紀には，スペインかぜ，アジアかぜ，香港かぜの３度の
新型インフルエンザの大流行がありました。

スペインかぜ
（1918年）

アジアかぜ
（1957年）

香港かぜ
（1968年）

死者数 4000万人 200万人 100万人

○飛沫感染とは
　ウイルスを含んだ大きな粒子（飛沫）が，咳・くしゃみ・会話などにより飛散し，他の人の鼻や口
の粘膜あるいは結膜に接触することにより感染します。飛沫は空気中を漂わず，１～２メートル程度
しか到達しません。
○接触感染とは 
　患者の血液，体液，分泌物（汗を除く），排泄物などに，マスクや手袋など防護装備をせずに触れ
たときに感染します。
○空気感染
　ウイルスを含んだ小さな粒子（飛沫核）が拡散し，これを吸い込むことによって感染します。
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県
大
隅
地
域
振
興
局
曽
於
支
所
管

内
の
県
営
住
宅
（
曽
於
市
２
団
地
、

志
布
志
市
７
団
地
）
に
つ
い
て
、
平

成
21
年
度
の
空
き
家
待
ち
順
位
を
決

め
る
抽
選
を
行
い
ま
す
の
で
、
県
営

住
宅
へ
の
入
居
を
希
望
さ
れ
る
人
は

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
現

在
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人
の
有
効

期
限
は
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

県
大
隅
地
域
振
興
局
建
設
部
曽
於

支
所
（
県
大
隅
地
域
振
興
局
曽
於
庁

舎
４
階
）
に
お
い
て
申
し
込
み
書
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
書

の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
人
は
『
県
営

住
宅
の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
希

望
』と
書
い
た
メ
モ
書
き
と
と
も
に
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
80
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
定
型
）
を

申
し
込
み
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

【
申
し
込
み
締
切
】

　

平
成
21
年
２
月
２
日
㈪

　
　
　
　
　

〜
２
月
23
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
23
日
の

消
印
有
効

【
抽
選
日
・
場
所
】

　

平
成
21
年
３
月
５
日
㈭

　

午
後
２
時
か
ら

　

県
大
隅
地
域
振
興
局
曽
於
庁
舎
第

１
会
議
室
（
４
階
）
で
公
開
抽
選
を

行
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
８
９
９

－

８
１
０
２

　

曽
於
市
大
隅
町
岩
川
５
６
７
７

　

県
大
隅
地
域
振
興
局

　
　

建
設
部
曽
於
支
所
管
理
係

　

℡
０
９
９

－

４
８
２

－

１
１
１
１

（
内
線
３
６
１
）

　

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
を
全
国
に
設
置
し
、
交
通
事
故

で
お
困
り
の
方
々
の
自
賠
責
保
険
や

任
意
自
動
車
保
険
の
請
求
に
つ
い

て
、
一
切
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

【
相
談
日
】

・
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

・
９
：
00
〜
12
：
00

・
13
：
00
〜
17
：
00

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
。

【
弁
護
士
無
料
相
談
】

・
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　

13
：
00
〜
16
：
00

※
要
予
約
・
要
面
談
・
無
料

※
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

※
損
害
保
険
の
一
般
の
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
児
島
自
動
車
保
険

　
　
　
　
　
　

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
９

－

２
５
２

－

３
４
６
６

　

ク
レ
ー
ン
作
業
等
を
行
う
場
合

は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け

て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

●
ク
レ
ー
ン
作
業
等
を
行
う
前
に

は
、
付
近
の
状
況
を
よ
く
観
察
し
て

電
線
路
に
接
触
す
る
恐
れ
が
な
い
か

確
認
す
る
。

●
配
電
線
の
近
く
で
作
業
を
行
う
場

合
は
、
九
州
電
力
に
連
絡
し
て
建
設

用
防
護
管
を
取
り
付
け
て
安
全
装
置

が
講
じ
ら
れ
た
後
に
作
業
を
行
う
。

●
電
線
路
近
く
で
の
作
業
で
は
選
任

の
監
督
者
を
設
け
、
単
独
作
業
を
行

わ
な
い
。

●
車
両
の
移
動
を
行
う
場
合
は
、
必

ず
ブ
ー
ム
の
収
納
、
ダ
ン
プ
カ
ー
等

に
つ
い
て
は
荷
台
の
下
げ
を
確
認
し

て
移
動
す
る
。

●
最
寄
り
の
九
州
営
業
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

九
州
電
力
㈱
鹿
屋
営
業
所

　

℡
０
１
２
０

－

９
８
６

－

８
０
６

　

九
州
電
力
㈱
志
布
志
営
業
所

　

℡
０
１
２
０

－

９
８
６

－

８
１
１

情
報
告
知
板

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち

順
位
登
録
の
ご
案
内

お
知
ら
せ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

交
通
事
故
無
料
相
談

の
お
知
ら
せ

ク
レ
ー
ン
作
業
を
行
う
前
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い

広告

広
告

広
告



17　広報　おおさき

【
募
集
科
目
】

　

電
気
設
備
科

【
願
書
受
付
期
間
】

　

平
成
21
年
１
月
26
日
〜
３
月
13
日

【
試
験
日
】

　

平
成
21
年
３
月
18
日
㈬

【
合
格
発
表
日
】

　

平
成
21
年
３
月
24
日
㈫

【
訓
練
期
間
】

　

２
年
間

【
募
集
人
数
】

　

８
名
程
度

【
応
募
資
格
】

　

高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
人
ま
た

は
、
平
成
21
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

人【
試
験
科
目
】

　

国
語
（
現
代
文
）、
数
学
（
数
Ⅰ
）

お
よ
び
面
接

【
試
験
場
所
】

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
催

【
開
催
日
】

・
平
成
21
年
２
月
20
日
㈮

・
平
成
21
年
３
月
２
日
㈪

・
平
成
21
年
３
月
９
日
㈪

【
時　

間
】

　

午
前
10
：
30
〜
正
午
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

℡
０
９
９
４

－

４
４

－

８
６
７
４

　

大
隅
半
島
は
鹿
児
島
県
の
中
で
も

自
殺
率
の
高
い
地
域
で
す
。
心
の
健

康
づ
く
り
の
重
要
性
や
自
殺
の
背

景
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て
総
合
的
に

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

当
日
は
個
別
に
心
や
生
活
習
慣
病

の
健
康
相
談
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日　

時
】

　

平
成
21
年
２
月
21
日
（
土
）

　

14
時
〜
16
時

【
場　

所
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

○
特
別
講
演　

『
ス
ト
レ
ス
対
策
と
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
〜
自
殺
対
策
の
推
進
に
向
け

て
』

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『
自
殺
対
策
の
た
め
に
〜
職
域
と
地

域
が
一
体
と
な
っ
た
自
殺
対
策
に
向

け
て
』

【
参
加
費
】

　

無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
屋
・
肝
属
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
９
４

－

４
０

－

５
４
４
１

　

鹿
屋
保
健
所

　

℡
０
９
９
４

－

４
３

－

３
１
０
７

　

志
布
志
保
健
所

　

℡
０
９
９

－

４
７
２

－

１
０
２
１

　

感
染
性
胃
腸
炎
の
発
生
報
告
に
関

し
、
警
報
レ
ベ
ル
を
超
え
た
４
保
健

所
（
鹿
児
島
市
、
伊
集
院
、
姶
良
、

鹿
屋
）
管
内
の
人
口
合
計
が
、
県
人

口
の
30
％
を
超
え
た
た
め
，
１
月
６

日
、
県
下
に
感
染
性
胃
腸
炎
流
行
警

報
を
発
令
し
ま
し
た
。

●
感
染
性
胃
腸
炎
と
は
？

　

感
染
性
胃
腸
炎
と
は
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
に
感
染
し
、
発
熱
、
下
痢
、
腹

痛
、
嘔
吐
な
ど
の
胃
腸
炎
の
症
状
を

お
こ
す
病
気
で
す
。　

　

冬
か
ら
春
に
多
発
す
る
感
染
性
胃

腸
炎
の
ほ
と
ん
ど
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
も
の
で
、
11
月
〜
３
月
に
か
け
て

は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
主
に
流
行
し
ま

す
。

●
感
染
を
予
防
す
る
に
は
？

　

感
染
性
胃
腸
炎
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
は
、
基
本
的
な
衛
生
習
慣
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

食
中
毒
の
一
般
的
な
予
防
方
法
を

守
り
、
患
者
と
の
接
触
を
な
る
べ
く

避
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
児
島
県
庁　

健
康
増
進
課

　

℡
０
９
９

－

２
６
８

－

２
７
１
４

お知らせ

平
成
21
年
度
鹿
児
島
県
立

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

入
校
生
追
加
募
集
の
ご
案
内

感
染
症
胃
腸
炎
流
行
警
報
を

発
令
し
ま
し
た
！

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in

　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
の
ご
案
内

広
告

広
告

広告
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